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はじめに

この資料の内容に関しては正式なIBM のテストを受けておりません。

この資料は、資料作成時における最新情報をご参考のために提供することを目的として記載され
ており、IBMは、情報の正確性、完全性または有用性について何ら保証するものではありません。
また、内容は予告なしに変更または更新されることがあります。

この資料の内容は、限られた検証環境における結果に基づくものであり、全ての環境で同一の結
果を保証するものではありません。お客様固有の環境に対し、適切であるかどうか、また、正確で
あるかどうかは十分検証されていません。この資料の情報に基づき導入・設定を実施される場合
には、十分な検証テストを行ってください。また、予め製品のマニュアルおよびディストリビューター
が提供する情報をご覧ください。

この資料の情報に基づいて導入・設定・運用した結果について、IBMはいかなる保証も責任も負い

かねますので予めご了承ください。
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コミュニティーコミュニティー
技術の革新技術の革新

オープンオープン
アーキテクチャーアーキテクチャー

オープンソースオープンソース

ソフトウェアソフトウェア

オープンオープン
スタンダードスタンダード

オープンソース・ソフトウェアとの親和性

IBM 製品と OSS の親和性を向上し、ミッションクリティカル・システムで
求められる信頼性、高性能を提供する IBM 製品と OSS を組み合わせ
ての活用を可能にします。

オープンソース・ソフトウェアとの親和性

IBM 製品と OSS の親和性を向上し、ミッションクリティカル・システムで
求められる信頼性、高性能を提供する IBM 製品と OSS を組み合わせ

ての活用を可能にします。

オープンアーキテクチャーの採用

全ての IBM®
プラットフォームでの Linux サポートと、IBM ソフトウェア

製品の Linux 対応により、プラットフォームニュートラルなアプリケーショ

ン環境を実現します。

オープンアーキテクチャーの採用

全ての IBM®
プラットフォームでの Linux サポートと、IBM ソフトウェア

製品の Linux 対応により、プラットフォームニュートラルなアプリケーショ
ン環境を実現します。

オープンスタンダードの推進

異なるシステム間のスムーズな接続や、OSS および商用ソフトウェアを
含む、異なるソフトウェア間でのデータの受け渡しを向上し、お客様の IT 
投資を保護します。

オープンスタンダードの推進

異なるシステム間のスムーズな接続や、OSS および商用ソフトウェアを
含む、異なるソフトウェア間でのデータの受け渡しを向上し、お客様の IT 
投資を保護します。

オープンテクノロジへの取り組みにより、コミュニティ技術と独自技術の
コラボレーションによるイノベーションを実現していくことがIBMの基本方針の1つです。

IBMは積極的にオープンソースへの取り組みを進めています
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専用 OS のミッション
クリティカル対応技術

目的・用途に合わせて Linux のプラットホームを選択可能

汎用 OS
オープンな移植性の高さ

+
各種サーバーメリットの活用

ミッションクリティカル x86 サーバー
IBM System x  

第5世代 X アーキテクチャーによる
IBM 独自の信頼性、可用性、拡張性、管理性

完全性の追求
IBM System z

レガシー系、オープン系をすべて集約できる
超ハイブリッド・仮想化サーバー

真のオープン統合システム
IBM BladeCenter 

二重化構造による耐障害性と
マルチアーキテクチャー対応

ビジネスを支える信頼性と柔軟性
IBM Power Systems

様々なビジネス要件に対応する
メインフレーム譲りの仮想化機能と堅牢性

すべてのIBMサーバーで Linux サポートをご提供します
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IBM はさまざまなオープンソースにも多大な貢献を継続

1000 名以上の IBM 開発者がオープン
ソース・プロジェクトに貢献

IBM は、80 以上のオープン
ソース・プロジェクトをリード

1999 - 2003
IBM Linux Technology Center 設立

Linux のスケーラビリティ向上と信頼
性向上に貢献 : 8-way 以上のス
ケーリング、ストレステスト、ドキュメ
ンテーション

OSDL (現 Linux Foundation) の設
立メンバー

IBM 社内でのオープンソース開発モ
デル（バザールモデル）の利用

Apache プロジェクトをリード : 
Xerces (XML4J), Xalan, SOAP , 
Web Services (WSIF and WSIL), 
Pluto (Portlet API), WSRP4J 
(Remote Portal)

Eclipse Consortium を設立、
Eclipse プロジェクトをリード : GEF, 
EMF, XSD, Hyades, Visual Editor, 
AspectJ, Equinox rich client

2004 - 2005
Novel/SUSE との協業によるセキュリ
ティ認証（EAL4+, COE）の取得

Eclipse Foundation, Inc 独立に貢献
: UML2, Voice Tools, Aperi, 

COSMOS, Ajax Tools Platform

Globus Toolkit 4 の WS-I 認定

500 の特許をオープンソースに開放

Zend PHP との協業

Apache プロジェクトへの貢献
- Derby データベースの開発と提供
- 音声認識機能の提供
- Geronimo J2EE プロジェクト
のサポート

- Gluecode の買収によるオープン
ソーススキルの獲得

2006 - 2011
Eclipse Aperi プロジェクトの設立メンバー

Open AJAX Initiative をリード

Apache Tuscany プロジェクト、Pecl PHP SOA 
をリード

Firefox にユーザー補助 (アクセシビリティ) コー
ドを寄贈

Eclipse Higgins に個人情報管理コードを寄贈

Eclipse Open Healthcare Framework (OHF) 
に医療情報管理コードを寄贈

Darwin Information Typing Architecture 
(DITA) をコミュニティに寄贈

Apache Lucene プロジェクトへの貢献と
OmniFind Yahoo! Edition の発表

OpenOffice.orgに参加、ODF の推進

OpenVirtualizationFormat (OVF) 策定への参
加と Xen プロジェクト、Linux KVM への貢献

http://www.ibm.com/developerworks/views/linux/projects.jsp

IBM は、150 以上のオープン
ソース・プロジェクトに貢献

Linux のエンタープライズ対応

Web2.0 / デスクトップ / 仮想化への貢献

IBM テクノロジーのオープン化

IBM 技術者による OSS 開発サポート



© 2011 IBM Corporation

IBMが取り組むHadoopを利用した大量データ処理とそれを支えるサーバー技術のご紹介

7

IBMソフトウェアの特徴
– オープン・テクノロジーを推進し、自社コモディティ技術のコミュニティへの寄贈、オープン

ソース化から、オープン技術をベースとした高付加価値商用ソフトウェアの開発までのサ
イクルを、効率よく回す技術革新を推進

ベンダーベンダー
高付加価値高付加価値

シフトシフト

開発者開発者
標準技術標準技術

OpenOpen
TechnologyTechnology

コミュニティコミュニティ
技術革新技術革新

ベース技術ベース技術
高付加価値技術高付加価値技術

コモディティ技術コモディティ技術

オープンソースオープンソース

高付加価値技術高付加価値技術

コモディティ技術コモディティ技術

オープンソースオープンソース

高付加価値技術高付加価値技術

Open Community

InnovationInnovation！！
コミュニティ技術コミュニティ技術 コミュニティ技術コミュニティ技術

高付加価値高付加価値
商用ソフトウェア商用ソフトウェア

オープンソースオープンソース
標準技術標準技術

コモディティ技術コモディティ技術

IBMソフトウェアが推進するオープンテクノロジーモデル
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Apache Hadoop を新たなステージに

http://ascii.jp/elem/000/000/589/589054/

Hadoopを超えろ！IBMが描くBIG Data時代の情報活用

発表会の冒頭、日本IBM 理事 ソフトウェア事業 Information Management事業部
長である俵雄一氏は、情報爆発時代のInformation Managementの必要性につい
て説明した。まず情報爆発（BIG Data）とは、IT活用の深化、デバイスの増加、イン
ターネットの利用拡大により、情報が爆発的に増大することを示している

新しい取り組みとして、タイムリーかつコスト効率よくBig Dataを活用し、情報爆発を
チャンスに変えるための取り組みについて説明された。従来、IBMは企業内での構
造化されたスタティックなデータに関しては 「InfoSphere Warehouse」というデータ
ウェアハウスソリューション、ブログやTwitterなどのような新しい種類の非構造デー
タに関してはHadoopベー スの「InfoSphre Big Insights」などを投入している。さらに
インターネットのように変動を続けるデータの分析はHadoopだけでは不十分として、
InfoSphere Warehouseの分析モデルを利用し、データをダイナミックに分析できる
「InfoSphere Streams」を投入する

(中略)

このページは配布しません
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Adding IBM Value to Hadoop
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BigSheetsについてのデモを - 後ほど- ご覧ください

Hadoopを使いやすく① : BigSheets

Youtube: A look at BigSheets in action: An interview with Rod Smith
http://www.youtube.com/watch?v=Jqq66INlQ0U

BigSheets はユーザにHadoop上でのスプレッドシート風の操作感を提供します

Hadoop ジョブに
翻訳・実行

結果を
可視化

IBM Hadoop Cluster

BigSheets

Webブラウザ
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Hadoopを使いやすく② : Jaql

Jaql はHadoop上での具体的な処理を記述するプログラミング言語です

分散ファイルシステムからデータを読み出して加工する処理を記述します

処理は自動的にHadoopジョブとして実行されます。

JSONデータモデルを採用し、準構造化データに対応しています

Java等で記述したユーザー定義オペレータが使用できます

Jaqlで作成した処理記述を蓄積・再利用することでHadoopの利用を容易

化します

Jaqlはオープン・ソース・ソフトウェアとして公開されています

source sinkoperator operator

read write
Hadoop
File System

Hadoop
File System

SQLのようなデータ操作
•フィルター
•プロジェクション
•集約

http://code.google.com/p/jaql/
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12

Jaqlの内部処理

データフロー

Jaqlスクリプト例

Hadoopランタイム

$p = read(hdfs(‘products’))                                         // read products file
transform systemT($aogPlan, $)                  // annotate products
filter $.brand=‘Sony’; // filter by ‘brand’ annotation

$r = read(hdfs(‘reviews’));                                          // read reviews file
join $p, $r where $p.id == $r.productId // join products w/ their reviews
into { $p.id, $p.info, $r.review, $r.rating, $r.geo }

tee (                                                          // start a new data flow
group by $g = $.geo                                   // group by review geography

into { $g, 
products: distinct($[*].id),              // list of distinct product ids
rating: avg($[*].rating) } // average rating

write(hdfs(‘reviewReport’)) 
write(hdfs(‘prodReviews’));                                   // write out ‘Sony’ product reviews

HDFS

Jaql

Map

Jaql

Reduce

Jaql

Map
Jaql

Reduce

Jaql

Map

JSONデータ

JSONデータJaql処理

Jaqlのデモをご覧ください
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Hadoopを使いやすく +one : Hadoop on IBM CoD

大規模な研究環境を
構築の手間なく
オンデマンドに。

早稲田大学 理工学術院 山名研究室の
研究の対象は、Hadoopを活用した大規模

データの分散アプリケーションでした。
当初は物理サーバーを112コア。本格解析
時は、必要な期間だけ必要な台数（896コ

ア）に増強して利用しました。

ハードウェア環境構築や、OS・ツール類の

導入の手間無く、必要な環境を必要な期間
利用することが可能な IBM Computing on 
Demand は、大規模な計算環境が必要で、

さらに物理的なパフォーマンスも優先したい
お客様に最適な IBMのサービスだ。

事例紹介
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特徴
HPCアプリケーション用のインフラが必要

アプリケーションの特徴上、仮想ではなく物理
サーバーが必要
処理量やシステムの負荷に季節的・期間的な山
谷(ピーク)があるので自社所有を好まない

課題
金融リスク計算や流体解析のような、ピーク性の
ある業務インフラのコストを削減したい
利用期間が限定されたインフラのROI(投資利益
率)を向上したい
インフラ利用の経費計上(流動費用化)を図りたい

初期 最短5日間
2回目以降のご契約時は即日提供も可能

ハイ・パフォーマンス・コンピューティング(HPC)やテスト

環境に適したインフラを提供するサービスオファリング。

金融のリスク計算や製造の流体解析、シミュレーション、
CGレンダリングなど状況に応じた柔軟なサーバーリ

ソースが必要な業務インフラに、必要な期間、必要に応
じたコンピューティング・パワーを柔軟に提供します。
お客様のご要望に応じて下記のようなオファリングが可
能です。
1) お客様占有のシステムをご提供するケース

(契約期間は一年から)
2) 一週間からの契約で弊社センターの機器から必要

なものをご利用いただくケース
上記の組み合わせも可能です。物理サーバー単位

のご契約になります。

サービス提供までの流れ

サービスのご紹介
ご利用要件の

取りまとめ

ご提案・ご契約 システム構築
お客様への

お引渡し
ご利用開始

クラウド
システム製品

プライベート
クラウド

パブリック
クラウド

その他ストレージコンピューティングテスト/開発デスクトップコラボレーション解析

ソリューション概略
ピーク性あるHPC業務インフラに IBM Computing on Demand

ソリューション概要 ソリューション・イメージ

お客様の特徴と課題

お客様

VPN または 専用線

IBM CoD センター

データ

結果

ネットワークネットワーク 幕張

セキュリティ

幕張

セキュリティ

iDataPlex

System x

Storage

Bladecenter
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ところで…
最近はスケールアウト型のアプローチがあたりまえのようになりました

–Webアプリケーション、参照負荷分散データベース …etc.
–Hadoopも基本はそうです

では、スケールアップ型が全く不要になったかというと？

–スケールアップが有効・有用なポイントもあります

たとえばHadoopでは

Hadoop Master Hadoop Slaves

Namenode,
JobTracker,

HMaster…etc.

メモリ要求が高い
Map/Reduce 

Task

Hadoop Job
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Power Systems in Apache Hadoop Cluster の例

Hadoop Master

Hadoop Slaves

Namenode,
JobTracker,

HMaster…etc.

メモリ要求が高い
Task,

HRegion

Hadoop Job

本日のJaql, Hadoopのデモ環境は Linux for Power Systems で稼動しています

並列度の高い
TaskIntel/AMD 

x86_64
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Linux for Power Systems をオススメする理由

信頼性を高める工夫がされています

– プロセッサー・チップレベルでの自動エラー修正機能 (Processor Instruction Retry)
• 計算結果に含まれるエラーをチップレベルで検出・修正
• エラーが繰り返し検出されるプロセッサーを切り離し、別のプロセッサーで命令実

行を継続可能
– PCI バスの自動エラー修正機能 (Enhanced Error Handlingfor PCI Adapters)

• PCIバス上のエラーを検出してドライバーレベルでリトライし、処理を継続
– CPUやメモリの動的追加・削除、各種パーツの活性保守

• リソース不足時の動的拡張、メンテナンス時の動的縮退が可能

統合・集約しても安心して使えます
– 集約すると障害時インパクトが大きくなることがありますが、信頼性の高いサーバを

用いることで未然に防止できます

2Uのコンパクトサーバでも

– 大容量のメモリ搭載のハイエンド機と同じテクノロジーを採用しています
• PIRやEEH、リソースの動的拡張・削減はローエンド機でも利用できます
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POWER7搭載Linuxサーバーは他にもメリットがあります

制限のない仮想化機能

90%を超える高いリソース使用効率
オンデマンドで動的にスケール

動的なエネルギー最適化機能

70から90% ものエネルギーコスト削減
EnergyScale™テクノロジー

ダウンタイムを最小化した高可用性機能
無停止をめざしたシステム設計

スケール可能な高可用システム

自動化されたシステム管理

VMControlで仮想化環境の管理を実現

処理時間の削減を自動化

ワークロード
最適化

システム AIX – 進化し続けるUNIX
i – トータルソリューション

Linux – スケーラブルLinux
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出典 Whitepaper('08年1月)   ftp://ftp.software.ibm.com/common/ssi/rep_wh/n/PSW03040USEN/PSW03040USEN.PDF

CPU、Java、HPC系の各ベンチマークでも16コアまでの高いスケーラビリティ

Oracle+Linux で16CPUの高いスケーラビリティ
–Oracle Grid Centerの協力のもと、IBM POWER™

プロセッサーを搭載したIBM Power Systems
サーバーのLinux環境が、Oracle Databaseに

最適なスケーラブルなプラットフォームであることが
実証されています。

–リニアにスケーラビリティーが発揮できることが実証され、
CPUリソースをOS無停止で動的に追加できる機能に

ついても、サービスを停止することなくオンデマンドに
スケーラビリティーの向上が実証されております。

Power Systemsは Linuxで抜群のスケーラビリティ
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▪ <増設単位>
− プロセッサー 1コア単位
− メモリー 1GB単位

▪ 恒久的なキャパシティー・アップグレード・オン・デマンド(CUoD)
− 恒久的に、プロセッサー、メモリーを追加する機能

▪ オン/オフ キャパシティー・オン・デマンド(On/Off CoD)
− 一時的に、プロセッサー、メモリーを追加する機能
− 1日単位での課金(後払い)

▪ 事前購入のキャパシティー・オン・デマンド(Utility CoD)
− CPU使用率を見て、自動的にCoDを起動/停止
− 分単位での課金(120分単位で前払い/後払い)

▪ 事前購入のキャパシティー・オン・デマンド(Reserve CoD)
− CPU使用率を見て、自動的にCoDを起動/停止
− 1日単位での課金(30日単位で前払い)

ハイエンドサーバーでは、Capacity on Demand (CoD) 機能を利用して、必要なときに、予め
搭載してOffにしているプロセッサーやメモリーを必要なだけ動的にOnにできます。

–処理の拡大にあわせて、またはシステムやアプリケーション統合時にシステム停止を伴
わずにシステム増強を行うことが可能です。

–予測できない一時的な負荷増大に対して自動的に資源増強対応が可能です。

–業務の伸びに応じて、恒久的にOnにする変更も可能です。(CUoD機能)

システム負荷の増大に応じてCPU・メモリーを無停止拡張
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Shared Dedicated Capacity機能を使うことで、更にCPU資源を有効利用できます。

• 占有 (Dedicate) 設定でも、余剰があれば他の区画が資源を利用できます。

• 占有CPU区画のパフォーマンス上の特徴を維持したまま、サーバー全体での稼働率向上します。

物理プロセッサーは、特定の区画での占有使用と、複数の区画の共有使用の混在が可能です。
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仮想化機能でCPUリソースの使用効率を最大化
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動的に拡張可能・スケーラブルな統合サーバの活用例

デモをご覧ください



© 2011 IBM Corporation

IBMが取り組むHadoopを利用した大量データ処理とそれを支えるサーバー技術のご紹介

23

仮想IOサーバーとLinuxで統合サーバー環境を容易に構成仮想IOサーバーとLinuxで統合サーバー環境を容易に構成

PostgreSQL
（待機系）

CLUSTERPRO X

PostgreSQL
（本番系）

Backup

Linux Linux

VIO

Linux

Apache
php

Apache
PhpLx86

Appl

DBサーバーをクラスター化してActive StandbyのHA構成DBサーバーをクラスター化してActive StandbyのHA構成

Linux Linux Linux

VIO

OSSアプリケーションを必要なだけ自由に導入OSSアプリケーションを必要なだけ自由に導入

LPAR

PowerVMPowerVM

LPAR

PowerVM

共有ストレージ

IBM Power SystemsとOSS による統合サーバ環境例
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まとめ

IBMとオープン・ソース・ソフトウェア

–IBMは積極的にオープンソースへの取り組みを進めています

大量データ処理へのIBMの取り組み

–IBMの研究所ではHadoopを活用する研究を継続しています

–大量データ処理に対するソリューションとしてIBM InfoSphere BigInsights
ポートフォリオを発表しています

多様なワークロードに対応するIBM Power Systems
–IBMは全サーバプラットフォームでLinuxをサポートし、オープンソース・ソフ

トウェアと相性のよい、統合サーバ環境をご提供します

–IBM Power Systemsは、最新のプロセッサー・テクノロジーや仮想化技術、
高い堅牢性をLinuxで利用できる統合サーバ環境です
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展示ブースのご紹介

本日セッション内でご紹介したデモは展示ブースでもご覧いただけます

–IBM BigInsights BigSheets
–Jaql on Power Systems
–PostgreSQL 9.0 with PowerVM

POWER7搭載サーバ Power 710 の展示も行っております

–ぜひお立ち寄りください

日本IBMブースは202教室内です

ご静聴ありがとうございました
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（付録）IBM の
Linux への取り組み

（付録）IBM の
Linux への取り組み
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全ての IBM サーバーで Linux を正式サポート

専用 OS のミッション
クリティカル対応技術

目的・用途に合わせて Linux のプラットホームを選択可能

汎用 OS
オープンな移植性の高さ

+
各種サーバーメリットの活用

ミッションクリティカル x86 サーバー
IBM System x  

第５世代 X アーキテクチャーによる
IBM 独自の信頼性、可用性、拡張性、管理性

完全性の追求
IBM System z

レガシー系、オープン系をすべて集約できる
超ハイブリッド・仮想化サーバー

真のオープン統合システム
IBM BladeCenter 

二重化構造による耐障害性と
マルチアーキテクチャー対応

ビジネスを支える信頼性と柔軟性
IBM Power Systems

様々なビジネス要件に対応する
メインフレーム譲りの仮想化機能と堅牢性
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IBM Power Systems のメリット

適材適所でハード・ソフトの選択が可能

– 幅広いプラットフォームが利用可能

•System x, BladeCenter, Storage,
Power Systems, System z 

– 多数の IBM ミドルウェアが利用可能

•WebSphere, Rational, Lotus,
Information Management,Tivoli

ソースコードレベルのサポートサービスをご提供

– 障害発生時にはソースコードレベルで対応

•オープンソースコミュニティを通じて次の
Linux バージョンへ修正反映

Linux with IBM
メインフレーム譲りの堅牢なハードウェア

– 障害時プロセッサーの自動切り離しやスタンバイプロ
セッサーの自動起動を始めとした高可用性

柔軟なアプリケーション・OS 構成

– POWER Hypervisor により、PCI デバイスや CPU、
メモリー等の柔軟で最適な構成が可能

• リソースの動的構成変更 (DLPAR)、キャパシ
ティの動的構成 (CoD)、CPUの分割 (Micro-
Partitioning)

– ハードウェア仮想化機能により、柔軟かつ可用性の高
い構成が可能

• 動的パーティション移動 (Live Partition Mobility)
統合によるTCOの削減

– 消費電力の低いプロセッサーと
ハードウェア仮想化によりTCO削減

IBM Power Systems

IBM Power Systems の最新の仮想化による統合や、メインフレーム譲りの

信頼性などを Linux で利用できるのが “Linux for Power Systems” です。

Linux for Power Systems
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6,500 種類を超える IBM システム認定の ISV パートナー・アプリケーション

Linux 対応の IBM ミドルウェア・ソリューションスタック

IBM サポート
Linux ディストリビューション

x86 仮想化ソフトウェア

System x 
BladeCenterPower SystemsSystem z

プラットフォーム専用仮想化機能

PowerVM, LPAR,  z/VM 

すべてのIBM プラットフォームと
主要なソフトウェア製品でLinux が利用可能

Xen, vSphere, HyperV, KVM  

IBM System Storage 
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IBM ならではの本格サポート・サービスの実現

お客様担当チーム(注)お客様担当チームお客様担当チーム((注注))

日本のLinuxサポート部門日本の日本のLinuxLinuxサポート部門サポート部門

Linux Technology CenterLinux Technology CenterLinux Technology Center

IBMハードウェア障害

テクニカルセンター

IBMIBMハードウェア障害ハードウェア障害

テクニカルセンターテクニカルセンター

IBM製品開発部門

ハードウェア
ソフトウェア

IBMIBM製品開発部門製品開発部門

ハードウェアハードウェア
ソフトウェアソフトウェア

オープン
ソース

コミュニティ

オープンオープン
ソースソース

コミュニティコミュニティ

Linux
ディストリビュータ

LinuxLinux
ディストリビュータディストリビュータ

お客様お客様

日本 IBM

IBM

• 一般窓口
• 問題の切り分け・分析・解析支援
• 使用方法の技術サポート
• オンサイトサポート(オプション)

• Linux障害 • IBM製品障害

• カーネル，アプリケーション，シス

テム・レベルのプログラミング，デ
バッギング専門技術

• オープンソース・コミュニティに開発
者として貢献しているLinux技術員が

障害担当チームをサポート

• IBM製ハードウェア障害サポート

運用チーム運用チーム

海外のLinuxサポート部門海外の海外のLinuxLinuxサポート部門サポート部門

修正の提案、
修正コードの

作成

修正の提案、
修正コードの

作成

OSS保守責任者

が修正を受入

１．Linuxおよび主要OSSの障害が発生した場合でも、ソースコード修正まで可能
２．オープン・ソース・コミュニティーを通じて、次のリリースのLinuxに修正内容を反映

http://www.ibm.com/services/jp/index.wss/offerfamily/it
http://www.ibm.com/services/jp/index.wss/offerfamily/it

s/b1328064
s/a1009365

ディストリビュータ
が修正を受入
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Linux on System x の導入ガイド・設定ガイド集

Linux モデル技術情報/System x 
Linux 技術情報

– System x /BladeCenter の Linux 
サポート情報 / Linux の導入設定ガ
イド集 / ヒント集を掲載しています

– http://www.ibm.com/jp/domino04/p
c/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SY
J0-01B0260

Linux のサポート情報など、各種サポート情

報ページへのリンクを掲載

IBM 正式サポートディストリビューションの
RHEL とSLESの導入ガイド集

『Linux モデル技術情報/ System x Linux 技術情報』 でご確認ください。
http://www.ibm.com/jp/domino04/pc/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SYJ0-01B0260

http://www.ibm.com/jp/domino04/pc/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SYJ0-01B0260
http://www.ibm.com/jp/domino04/pc/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SYJ0-01B0260
http://www.ibm.com/jp/domino04/pc/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SYJ0-01B0260
http://www.ibm.com/jp/domino04/pc/support/Sylphd07.nsf/jtechinfo/SYJ0-01B0260
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Linux at IBM （お客様向きLinux サイト）

『Linux at IBM』 で各種情をお届けしています。ご活用ください。
http://www.ibm.com/jp/linux/

技術情報、活用情報、稼動情
報からLinux KVM技術情報

まで、お役立ち情報を公開し
ています

IBM のLinuxへの取り組みに

ついて、「これまでとこれから」
をまとめた資料を公開してい
ます

イベントなどで配布している
Linux のブローシャーもこちら
で2011年版のPDFを公開し

ています
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（参考）IBMと共にスマートな地球を支えるLinux ビデオ

IBMのLinux/OSS への取り組みを紹介する10分間のビデオです。

私たちの身のまわりで『スマート』に活用されるLinuxを
ご存じですか？
IBMは世界各国でLinuxに取り組み続けています。IBM
と一緒に『スマート』にLinuxを活用しましょう。
10年以上に渡るコミュニティとの協業の成果もご紹介し

ます！
- IBMのLinux/OSSへの取り組み http://bit.ly/flZgna
- IBMがLinuxコミュニティと歩んだ10年 http://bit.ly/fVZzN6

Youtube からご覧いただけます

http://www.youtube.com/watch?v=bVdUkg0arEY

「IBM」 「Linux」 「スマート」で検索してください
http://www.youtube.com/

http://www.youtube.com/watch?v=bVdUkg0arEY
http://www.youtube.com/
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ありがとうございました

当資料をコピー等で複製することは、日本アイ・ビー・エム株式会社および執筆者の承認なしでは
できません。
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